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日本の宇宙開発はどこへ

　雪印乳業の トラブル は 、 日本社 会の 「たるみ」論議 を加速 した 。 原子力や ロ ケッ トの事故 で 日本

技術 へ の 「信頼」が ゆらぎ、 銀行 やゼ ネコ ン の 破綻が 日本が誇 っ た経済力 の ぜ い 弱 さを露呈し、そ

して家庭レ ベ ル か らの 信頼の 見本の ようだっ た雪印ブラ ンドの 事故である 。

　中で もHII ロ ケ ッ トの開発の つ まづ き以降、宇宙開発事業団を中心とした 宇宙開発へ の バ ッ シ

ン グ は 、激しい もの が ある 。 特に、政治筋か らの 圧 力が 厳しい と聞 く。
こ の ままで はせ っ か くこ こ

まで 進 ん で きた 日本の 宇宙技術が 狭 い 枠 に 押 し込め られ 、 衰退を招 く結果に なりは しない か と恐

れ る 。 組織的には い ろ い ろ改善すべ き点もあろうが 、 宇宙開発事業団を中心 とした 日本の 宇宙開

発は、戦後 の 空 白か らよくぞ こ こ までキ ャ ッ チア ップ した もの だ 。 その 点をまず、評価すべ きで はな

い か 。 そ の 上 で フ ロ ン テ ィア 開発へ と移行する過程で、難し い 局面 に至 っ て い る現状を考え、足

らざるを補強して、今後の 発展の た め の 対応 を検討す る事が 肝要だ ろ う。

　
一
方の 宇宙科学も、タイミン グの 悪い MV の 事故でこれ にまき込まれ てしまっ た 。 だが宇宙科学

研究所を中心とした 日本の宇宙科学は、少ない 予算と人員で 米欧に 互し 、 よくここまで気を吐 い

て きたことを、何よりもまず高く評価され なけれ ば ならない 。 成果へ の 評価をきっ ちりしない で 、 失

敗 した時だ け叩 くとい うの で は、日本社会は い つ まで経 っ ても欧米 には追 い つ くまい 。 （ただそ の た

め にも、 科学者の 側 も社会 へ の 接点 を格段 に強化 しなけれ ば ならない ）

　気に なるの は 、 科学や技術へ の 近視 眼的な対応 で ある。 字宙 へ の 進 出は、人類の 長期 的発展

の道で あり、100年単位で考えなければならない し、一
方科学も技術も、試行錯誤と積み上げの 上

にしか 発展しない 。 表面化した様 々 なトラブ ル は、日本社会の 成長過程の 反映、ある意味で は 未

熟さの 現れで あることを自覚し、貴重 な授業料にしなけれ ば ならない
。 日本の 技術へ の ゆきすぎ

た「信頼」は、そうした実情を見過ご した過信で もあろう。

　 日本の宇宙開発 はこの 十年で、新 たな時代に入 っ た。アメリカの模倣と技術導入 の時代を終え、

ようや く自主開発の 段 階に入 っ たとこ ろで、生み の 苦しみにさらされ て い る。 それ は言い 換えれ ば 、

ニ ーズや技術の 創 出の 苦しみで ある 。 また宇宙科学 は 、 自主 開発 の 上 に優 れ た科学 的成果 を上

げ つ つ も、飛翔体の サ イズで 行き詰 まりつ つ ある。 こ こ で 日本 は、宇宙技術 をゼ ロ か ら積み上げ

て きた欧米諸国の 莫大な試行錯誤と懊悩に敬意を表し、遅れ ばせ とは い えその
一
端を担うことで 、

さらなる発展を遂げる こ とがで きるだろうか。そ れ とも、せ っ か くここまで 来た貴重 な宇宙の 技術

を永久に失 っ てゆ くの か 。 私には、日本の 宇宙開発 ・宇宙科学は い ま、そん な瀬戸 際に立 たされ

て い るように 見える 。

　 今回 の 禍をい か に転じて福 となすか とい う論調も、 新聞雑誌 に散見する 。 だが 事態は 、 そうい
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